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WorkWithPlus 13.1 

新機能 

Hudson デザインシステム 

このデザインシステムは、ダークな背景を特長としており、情報はグレーや白の

トーンで表示されます。 

このテーマを使用するには、[ツール] -> [WorkWithPlus] -> [デザイン システム 

ウィザード] に移動します。 

 

Nile デザインシステム 

このデザインシステムでは、ブックマークや通知のほか、KPI付きメインカードを備

えたダッシュボードを利用することができます。また、ダークな背景に背景画像を
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組み込んだ縦型のメニューも含まれています。タイトルとラベルはすべて大文字で、

入力フィールドはフラットな長方形になります。 

このテーマを使用するには、[ツール] -> [WorkWithPlus] -> [デザイン システム 

ウィザード] に移動します。 

 

 

Amour デザインシステム 

このデザインシステムにも、ブックマークと通知が含まれるほか、アイコン付き 

シンプルカードを備えた新しいダッシュボードを利用することができます。また、

マテリアルスタイルの白い背景を基調とした縦型のメニューも含まれています。 

タイトルとラベルはすべて大文字になり、入力フィールドの上部には項目属性/変数

のディスクリプションが表示されます。 
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新しいデザインシステム設定 

デザイン システム ウィザードに次のような設定が追加されました: 

セキュリティに関するステップ: 

[サンプル ログイン ページを含める]: [セキュリティ] を [なし] に設定した場合は、

サンプル ログイン ページをインポートするためのオプションが表示され、使用可能

なログイン ページ スタイルの中からスタイルを選ぶことができます。 

メニューおよびヘッダーのスタイルに関するステップ: 

[ヘッダーバーを含める]: ヘッダーバーを含めるかどうかを選択できます。 
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マスターページに関するステップ: 

[ブックマークを含める]: アプリケーションにブックマークを設定できるようにする

かどうかを選択できます。これは新機能として、本ドキュメント内で例を示して説

明しています。 

[通知を含める]: アプリケーションに通知を設定できるようにするかどうかを選択で

きます。これは新機能として、本ドキュメント内で例を示して説明しています。 

ホームに関するステップ: 

次の新しいダッシュボードが追加されました: 

• アイコン付きシンプル カード ダッシュボード 

• プログレスサークル付きメイン カード ダッシュボード 

• KPI 付きメイン カード ダッシュボード 

項目属性および背景のスタイルに関するステップ: 

• [長方形 (フラット)] という名前の新しい項目属性スタイル 

• [ラベル位置]: 変数と項目属性のラベルの位置。オプションは、[左]、

[上]、[フローティングラベル] です。[上] は、新しく使用可能になったス

タイルです。 

• [データの背景スタイル]: データの背景色。オプションは、[白] と [ダーク] 

です。[ダーク] は、新しく使用可能になったカラーです。 

• [大文字のラベルとタイトル]: ラベルとタイトルをすべて大文字で表示し

ます。 
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通知 

アプリケーションに通知を追加できるようになりました。通知は、新着通知の数を

表示するバッジとともにマスターページに表示されます。オプションをクリック 

して、特定のページですべての通知を表示させることができます。通知はデータ 

プロバイダーからロード可能な変数から取得され、それ以外にも希望する方法を指

定できます。この機能を使用するには、デザイン システム ウィザード (ステップ 7: 

マスターページ) の [通知を含める] オプションにチェックを入れる必要があります。 

 

 

ブックマーク 

ブックマークを追加できるようになりました。ブックマークを使用すれば、非常に

簡単な方法で、アプリケーション内のページにショートカットを設定することがで

きます。追加したブックマークは編集、削除、または並べ替えをすることができ、

アプリケーションのユーザーごとにデータベースに保存されます。この機能を使用

するには、デザイン システム ウィザード (ステップ 7 : マスターページ) の [ブック

マークを含める] オプションにチェックを入れる必要があります。 
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グリッドにおける情報の展開 

グリッド内のレコードを展開し、関連する情報を表示するオプションが追加されま

した。この関連する情報には、関連するグリッドの情報や単純な情報を指定するこ

とができます。 
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サンプル 1 –  関連するグリッドの情報 

 

サンプル 2 – グリッドの単純な情報 
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サンプル 3 – グリッドの単純な情報 

 

 

列のグループ化 

特定の列でグループ化したレコードでグリッドを表示することができるようになり

ました。これは設計時に (インスタンス内で) 定義するか、グループ化に使用可能な

列を有効にして、実行時にエンドユーザーがグループ化する列を選択することで可

能になります。グリッドに Totalizer の項目がある場合、各グループのレコードで集

計されます。  
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特定の列でグリッド内のレコードをグループ化するには、2 つのオプションがあり 

ます。これは、[Grid] ノードの [Group] プロパティに定義されています。 

 

[Grid] ノード -> [Group] プロパティで値に [Fixed] を指定した場合 

指定した列でグリッド内のレコードがグループ化されます。エンドユーザーによる

変更はできません。 

[Grid] ノードの [Fixed group field] プロパティで、グループ化する列を指定する 

必要があります。 
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[Grid] ノード -> [Group] プロパティで値に [Multiple options] を指定した

場合 

エンドユーザーは、実行時に (WorkWithPlus のインスタンスで定義されている)  

グループ化が可能な列の中からグループ化する列を変更することができます。 

このオプションを選択した場合は、実行時にグループ化するグリッド内の項目属性

について、[Allow Grouping] プロパティを [True] に設定する必要があります。 

次に [Grid] ノードの [Default group column] プロパティの値を設定する必要があ

ります。ここで指定した列が、グリッドを初めてロードする際、レコードのグルー

プ化に使用される列になります。 

グループ化のいずれのシナリオにおいても、グループ行に表示されるキャプション

を定義する  [Group caption] プロパティを設定する必要があります。値を 

<default> にすると、[WorkWithPlus Settings] -> [Labels] -> [Group Caption] 

から値が取得されます。 

[WorkWithPlus Settings] -> [Labels] ノード -> [Group Caption] プロパティでは、

<ATT_DESCRIPTION>、<ATT_VALUE_DSC>、および <GROUP_COUNT> の

タグを付けることができます。 

例 1: 

• グループ列: ステータス 

• [Group Caption] の値: format ('%1: %2', <ATT_DESCRIPTION>, 

<ATT_VALUE_DSC>) 

• 実行時、各グループ行は次のように表示されます: 

o ステータス: 開始済み 

o ステータス: 終了 

o ステータス: キャンセル 
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例 2: 

• グループ列: ステータス 

• [Group Caption] の値: format ('%1: %2' (%3), <ATT_DESCRIPTION>, 

<ATT_VALUE_DSC>,<GROUP_COUNT>) 

• 実行時、各グループ行は次のように表示されます: 

o ステータス: 開始済み (74) 

o ステータス: 終了 (52) 

o ステータス: キャンセル (59) 

[WorkWithPlus Settings] -> [Objects] ノード -> [Calculate Group Totalizers] 

プロパティは、各グループ行の集計値の計算を実行するプロシージャー名で定義さ

れています。 

 

「DVelop Combo」ユーザーコントロールの改善 

WorkWithPlus 13 バージョンでは、拡張コンボボックスのユーザーコントロールに

新しい機能とプロパティが追加されています。 

次の操作を実行できるようになります:  

• コントロールのオプションをクリックして新しいレコードを挿入する 

• 複数の選択肢がある場合に、選択したアイテムをタグとして表示する 

• コンボに表示されるレコードをフィルタするために項目属性のインスタンス

を作成する 
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• ユーザーコードを追加することなく、簡単に固定値を表示する 

• ロードするアイテムの上限を設定する (データを動的にロードしている場合) 

新しいレコードの挿入 

DVelop Combo ユーザーコントロールに表示されているアイテムの新しいレコード

を挿入できるようになりました。  
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複数の選択肢用のタグ 

拡張コンボボックスに複数の選択肢がある場合、その選択肢を (旧バージョンの

WorkWithPlus のように) コンマ区切りのディスクリプションとして表示するか、

タグとして表示するかを選択することができます。 

ナレッジベースの [WorkWithPlus Settings] -> [Template] ノード -> [Multiple 

Selection Display Type] プロパティで一度だけ設定を行います。また、拡張コンボ

ボックスを使用する変数と複数の選択肢は、すべて同じ方法で表示されます。 

タグ形式の [Multiple Selection Display Type] のサンプル 
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動的条件の追加 

新しいバージョンでは、一部の拡張コンボボックスに表示される、動的な項目属性

や変数に関連したレコードを簡単にフィルタすることができます。  

例: Company を 1 つ挿入して、国と都市を設定します。都市のフィールドには、 

選択された国の都市のみが表示されるようにする必要があります。 
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固定値 

拡張コンボボックスのユーザーコントロールでは、表示される固定値を非常に 

簡単に定義できます。これを実行するには、項目属性/変数の [Data Source From] 

プロパティを [Fixed values] に設定し、それぞれの値とディスクリプションを該当

するフィールドの [Values] プロパティに挿入します。 

動的にロードするアイテムの上限 

[WorkWithPlus Settings] -> [Template] ノードに [Dynamic Load Max Items] 

という名前のプロパティが追加されました。このプロパティでは、項目属性/変数の 

[Control type] が [DVelop Combo] で、[Load Data Dynamically] プロパティを 

[True] にしている場合に、ロードするアイテムの上限を指定することができます。 

 

Web パネルにおけるビジネスコンポーネントの自動的な動作 

ビジネスコンポーネントにおけるレコードの挿入、更新、削除、表示に関連した動

作を自動的にエミュレートできるようになりました。[データの編集・作成・表示] 

カテゴリのいずれかのテンプレートを選択すると、次のメッセージが表示されます: 
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[はい] を押すと、次の動作が行われます: 

• Web パネルに parm ルールが設定され、ビジネスコンポーネントの主キーと

&Mode 変数を受け取るようになります。 

• Enter イベントには、必要な変数を分析するためのコードが設定され、すべ

てに問題がない場合は変更が保存されます (削除モードの場合は削除が行われ

ます)。保存後には、サブルーチン「After trn」が呼び出され、リターンコ

マンドとコミットコマンドが作成されます。 

• 開始イベントには、レコードをロードし、表示モードまたは削除モードの場

合にはフィールドを入力不可にするためのコードが設定されます。 
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そのため、Web パネルを作成し、[データの編集・作成・表示] のテンプレートを 

選択して [はい] を押すだけで、データの挿入、更新、削除、表示というすべての 

動作を実行できるようになります。いつものように、WorkWithPlus によって自動的

に生成されたコードの前または後には、イベントやサブルーチンのユーザーコード

を追加することができます。 

 

[データの編集・作成・表示] におけるウィザードのレイアウト 

トランザクションまたは Web パネルの ([データの編集・作成・表示] の) ウィザー

ドをエミュレートできるようになりました。ここでは、すべてのステップが同じ

Web フォームに含まれており、[次へ] ボタンまたは移動先のステップをクリックす

ると、該当するステップの情報のみが表示されます。インスタンスでは、子ノード

のある [Tab] ノードと同じように表示されます。インスタンスでは、[Wizard] と 

いう名前の新しいノードを表示することができます。このノードには、各ステップ

がそのノードの子として含まれます。 
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シンプル ウィザード レイアウトを作成するためには、[データの編集・作成・表示] 

カテゴリにある [ウィザード（アロータイプ）] または [ウィザード（ビュレット 

タイプ）] テンプレートを選択する必要があります。トランザクションでこの操作を

行った場合、既定では、単純な情報用のステップが 1 つと、トランザクションの 

各レベル用に追加のステップが 1 つ追加されます。 
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[WorkWithPlus Settings] -> [Template] ノード内に、この機能に関連した次の 

プロパティが作成されます。 

• [Allow Step Title Click] 

ウィザードにおいて、特定のステップから該当するステップにクリックで 

直接移動できるようにするかを指定します。 
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• [Arrow Selected-UnSelected Image] 

アロータイプのシンプルウィザードを作成する際に、選択したステップをす

ぐ横にある未選択のステップと区別するために使用する画像を指定します。 

• [Arrow UnSelected-Selected Image] 

アロータイプのシンプルウィザードを作成する際に、未選択のステップをす

ぐ横にある選択したステップと区別するために使用する画像を指定します。 

[データの編集・作成・表示] におけるタブのレイアウト 

新しいテンプレートが追加されました。これにより、タブのある Web フォームを 

備えた Web パネルやトランザクションを作成することができます。このタブには、

単純な情報や、トランザクションやビジネスコンポーネントの第 2 レベルを含める

ことができます。インスタンスを作成すると、必要に応じた変更、追加のタブの 

作成、タブの並べ替え、一部のタブの削除ができるようになります (方法は他のイン

スタンスと同じです)。 
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コード生成の改善 

いくつかの既存の WorkWithPlus 機能において、生成時および実行時の生産性を 

向上させるために、コードの生成に関する改善が加えられました。これらの改善は、

Selection 画面のイベント、DropDownOptions ユーザーコード、[Smooth] に設定

している Web フォームに加えられています。これにより、一部の Selection の仕様

解析、生成、およびコンパイルが最大 30% 高速化します。また、ページに関連して

生成される JavaScript は最大 20% 小さくなるため、ページのパフォーマンスに直

接的な効果が出ます。 

ナレッジベースにこの改善を適用するには、[WorkWithPlus Settings] -> [全体の

プロパティ] -> [Template] ノードにある [Optimization Number] プロパティの

値を [7] 以上に設定する必要があります (既定では、プロパティの値は 7 です)。 
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既に定義されている変数の選択 

Web パネルで既に定義されている変数から選択できるようになりました。これを 

実行するには、コンテナノード (テーブル、パネル、グループボックスなど) を 

右クリックして、[追加] -> [ExistingVariable] を選択します。  
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コンテキストアクションの表示 

グリッド内のアイテムが選択されている場合に限り、[Multi Row Selection] が有効

になっているアクションを表示できるようになりました。 

 

 

 

ナレッジベース内の複数行の選択を行うアクションすべてにこの設定を適用する

には、次の条件を満たす必要があります: 

• [WorkWithPlus Settings] -> [Template] -> [Optimization Number]  

プロパティの値を 7 以上にする必要があります。 
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• アプリケーションのマスターページ (既定では WorkWithPlusMasterPage) 

において、[User Control: WWP Utilities] の 

[EnableUpdateRowSelectionStatus] プロパティの値を [True] にしておく 

必要があります。 

 

 

Web パネルのフィールドの横にメッセージを表示 

必須変数 ([Is required] プロパティが [True] に設定されている変数) のフィールド

の横に、エラーメッセージを表示させることができるようになりました。これは、

GeneXus においてトランザクションにメッセージが自動的に表示される仕組みと 

同じです。 

こ れ を 実 行 す る に は 、 [WorkWithPlus Settings] -> [Template] ノ ー ド の 

[Validation Message Display] プロパティに 2 つの新しい値を設定する必要があり

ます: [One at a time (on the field)] と [All at once (on the field)] です。 
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[One at a time (on the field)] のサンプル 

 

[All at once (on the field)] のサンプル 
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動的 Web キャンバス 

[Dynamic Web Canvas] という名前の新しいコントロールが追加されました。 

この新しいコントロールによって、エンドユーザーは複数の画像の閲覧が可能にな

ります。このコントロールは、飛行機、劇場、バスなどの座席を予約するといった

用途に使用できます。 
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これを使用するには、まず、インスタンスに [User Control] ノードを追加して、

[Dynamic Web Canvas] コントロールを選択します。次に、画像を作成して、 

必要なコードを追加する必要があります。 

 

E コマースデザイン用の新しいテンプレート 

E コマース デザイン システムに新しい 2 つのテンプレートが追加されました: 

• [製品リスト]: E コマースのカタログを各製品の画像、名前、価格とともに 

表示できます。 

• [フィルタ付き製品リスト]: E コマースのカタログを各製品の画像、名前、 

価格とともに表示できます。フィルタを含めることのできるセクションも

あるため、エンドユーザーは必要な製品を見つけやすくなります。 
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View 用の新しいテンプレート 

View オブジェクトを作成するための新しいテンプレートが複数追加されました。これらのテン

プレートでは、テーブルの関連情報をさまざまなコンポーネント (すべてを同時に表示する、 

タブで表示する、一部を表示して残りはタブにしまうなど) で表示することができます。 

テンプレート :: カードビュー (メインデータ・タブ) 
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テンプレート :: カードビュー (メインデータ・行間ワイド) 

 

テンプレート :: カードビュー (メインデータ・行間標準) 
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テンプレート :: 拡張ビュー 

 

これを実行するには、[View Component] という名前の新しいノードを追加しておく必要があ

ります。このノードには、[WC Name] プロパティがあります。これはページ内のノードが配置

されているフォームのセクションに、該当する Web コンポーネントを表示させるものです。 

次のサンプルでは、View の上部に詳細情報が表示され、その他のコンポーネントは下部にある

タブに表示されます: 
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[WorkWithPlus Settings] にある View オブジェクト用のテンプレートの定義にも [View 

Component] という名前の同じノードが追加されました。このシナリオでは、[WC Name] の

代わりに [Type] プロパティが含まれています。このプロパティでは、このテンプレートを選択

した際に既定で設定されるインスタンス化されたコンポーネントを定義します。[Type] プロパ

ティに指定できる値は次のとおりです: 

• [Main Tabular Component]: トランザクションの単純な情報に対応したタブテーブルに

置換されます (次にサンプル画像を表示しています)。 

• [Component]: トランザクションに関連して生成されたコンポーネント (タブテーブル

またはグリッド) に置換されます。 

• [Tabular Component]: トランザクションに関連して生成された Tabular tab (単純な情

報) に置換されます。WorkWithPlus では、([Generate tabs for parallel transaction] 

プロパティが [True] の場合に) グリッドの単純な情報を含む 1 個の Tabular tab と、 

各並行トランザクションにつき 1 個の Tabular tab を自動的に作成します。 

• [Grid Component]: トランザクションに関連して生成された Grid tab に置換されます。

WorkWithPlus では、トランザクションの各第 2 レベルにつき 1 個の Grid tab と、 

トランザクションのうち、1 対 N の関係を持つ各トランザクションにつき 1 個の Grid 

tab を自動的に作成します。 

• [All remaining components]: 他の [View Component] ノードに追加されていない 

その他すべてのコンポーネントに置換されます。 
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実行時におけるグリッド列のタイトルキャプションの変更 

実行時にグリッド列のタイトルキャプションを変更できるようになりました。この

ためには、<ColumnName>ColumnTitle という名前の変数を定義し、この変数を

Refresh イベントの最上部に割り当てる必要があります。 

 

プロンプトと同じスタイルのユーザーアクション 

GeneXus においてトランザクションのフィールドの横に自動的に追加されるプロン

プトと同じ外観と操作感のユーザーアクションを追加できるようになりました。

ユーザーアクションを作成し、項目属性と変数のスタイル (フローティングラベルが

あるかどうか) に応じて、次のプロパティを割り当てる必要があります。 
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標準の項目属性と変数 (フローティングラベルがない場合) 

1. 横にプロンプトを表示させる変数/項目属性を追加して、その変数/項目属性

の [Cell theme class] プロパティに次の値を設定します: 

[DataContentCell CellUserActionPrompt] 

2. ユーザーアクションを追加し、プロパティを設定します: 

o [Control type]: Image 

o [Image]: prompt 

o [Merge With Previous Cell]: True 

ノードはこのような階層を持ちます: 

 

フローティングラベルがある場合の項目属性と変数 

1. Responsive テーブルを追加します。 

2. 横にプロンプトを表示させる変数/項目属性をテーブルに追加します。 

3. テーブルにユーザーアクションを追加し、プロパティを設定します: 

o [Control type]: Image 

o [Image]: prompt 

o [Image Class]: UserActionPrompt 
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ノードはこのような階層を持ちます: 

 

チェックボックススタイルの更新 

Google Chrome ブラウザーでアプリケーションを実行している場合に限り、 

チェックボックスのスタイルが更新されました。 

 

WorkWithPlus 13 のすべてのデザインシステムにこのようなチェックボックスの 

更新が行われています。 

すべてのノードの [Cell control name] プロパティ 

フォームに表示されるすべてのノードに、[Cell control name] という名前の 

プロパティが追加されました。このプロパティは、コントロールのセルの名前を 

指定して、イベントやルール内で利用できるようにするものです。 

アクションの確認に関する [Type] プロパティの [Yes] 

オプション 
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アクションの確認を有効にした場合に確認タイプを定義するための新しいオプ

ションが追加されました。これにより、「OK」などの 1 つのボタンだけで確認を 

表示できるようになりました。 

 

トランザクションの [In] パラメーター 

トランザクションに別のパラメーターを追加した際、それらのパラメーターを [In] 

として設定するオプションが追加されました。これにより、トランザクションの 

パラメーター内の [Type] プロパティには、次の 3 つの値が用意されるようになり

ました: [In]、[Out]、[InOut]。 
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